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の工場が 15~20 にすぎなかったという推計(R. S. Fi壮onand A. P. Wadswor 
th， The St州的問dthe Arkwrights， 1758-1830， 1958， p.4!:l9)から想像できる。
アーグライト型紡績工場が急速な発展をみせたのは，アークヲイトの必死の努
力にもかかわらずかれの 2つの特許がラレノカシャー紡績業者の集団的反対運動
によって完全に失効する 1785年以降であッて， 1788年のカフーンの推計 (P.
Colquhoun， An I:坤 ortantCris何 e:t:Planed，1788)によれば，この型の工場ほ 1787
年にはすでに 119に増加していた (D.M. Smith，“The Cotton Industry in the 













←ージェユー精紡機 160方 5000錘 (82'70) に対しウォーター・フ vイム精紡























ば， ミューノレ精紡機70万錘 (29%) としサ激増に対して，ジェニー 40万 5000
錘と激減しウォーター・フレイムは 31方錘(13%) と停滞しており (N.J 
Smelser，品，d.，p. 115). 1811年の sクロyプトンの調査によれば， ミュー ノレは
すでに 420万 9570錘 (90%)にたっしているのに，ウォーター・アレイム精紡
機は 31錘(7%)にとどまっていた [G.W. Daniels，“Samuel Crompton's Census 
of the Cotton IndusL.ry in 1811 "， Economic Journal (Ec肝刊例叩 Histo叩 SupPle刑制上
11， 1930)， pp. 108-111)。ア クヲイ l型紡績工場は， 1769年頃から 1800年頃
までの， とくに 1775年頃から 1790頃までの，イギリス紡績業を特徴マゴ付た工
場形態であった。

















「都市工場Jtown factoryでなかった。 7ーグライト型工場は， 旧綿業地帯
の南ラνヵγ ャーからでなく，水流のゆたかなグロムフォーr，ベルパー， ミ
ルフォードなどのト V:;/ト河流域の東ミッドヲ γ ドからはじまり，水流をもと
めて凶へまた北へとひろがっていった。 さきにふれたカフ-:;/の推計になる
1787年の 119工場は， ダーピγ ャー(クロムフォード，ベノレパー，ミルフォードな
どはこの県にある)22，ノヅチYガムシャー 17，スタッフォードシャー 7，v月タ
--;/ャー 1，東ミッドラY ド4県の合計47工場 (39.3骨〕に対しラ yカγ ャー
41工場 (34.40/0)と分散し {D.M. Smi仕'.品id..p. 260). このミッドラ γ ド諸県
の主在してアーグライト型紡績工場は 19世紀初期にほ，前買の地図のしめすよ















「産業革命の研究」所肱)56-7J't註1審照。なお，この資料は早くも E. B田町s，Hj叫 o叩 of
the Cotton Manufacture明 GreatBritain， 185.3 および A.Ure， Cotton Manufactu〆'eof 
Great Bl'itai匁， 1936に広〈採用されている。










ヱ 程 職 種 1苦手 l堅手陣市野|平純均収週入
s d 
混 打 綿 O O O O 8 3 
樟 綿 監督・棟綿工 O 23 6 
練 篠 工 O 7 52 4 
ジャザク粗紡工 O 8 。
ボピン粗紡工 。 7 5エ2 
ューノレ精紡 監 督 O 29 3 
精 紡 工 O 25 8 
品 出控 工 O O 5 4主4 
掃 除 工 O O 2 1寸
ジ ιPザλ/レ精紡 監 督 O 22 4t 
舟 継 ヨ二 O O 7 9 
総 取 紹 取 ヱ O O 7 1l~ 4 
ローラー被覆 革 工 O O 12 11 4 
動力 整備 機 械 工 C 20 6 
柚考 Supplemen仰叩 R<p叫 o[the Cenlral Daa'rd of his M，句Dsty'SCo州市"ω地内
1834， p. 126からとったE.Baines， ibid.， p.436とA.Ure，めid.，Vol. 1， p. 352 
の表を，吉岡昭彦，前掲論文59買の形式に従って改訳しI 排列を工程順に変更したロ














る)を独占して熟練工になっているが (H. A. Turner， Trarie U.仙川 Grnwth






































に者 に者 言十 計|
雇わ 雇わ 明
人 1?ら)人 4声) 人 む t弘 i|3Ad L 混打綿 27副21)! 698(54)! 212 
統綿 2，350(25)(3，501(371!1，229 81 18 2，061( 117 14013，546(3811 9，397(、
ミュ ル精紡 5，16剖331)1，189(81) 697 5，852(37) 5 q調明創刊M 同 15，師、ンュロで，p、Jレ 194(11)) 688(3列 373 4 32 4 151 964(5211 1，8461 
精紹 紡取 146 (4112，552(77)) 40 5 ー 23 ) 8) 618(19))3，316 
ロ ラ一被覆 l 一 7 H 2剖151) 170 
動力・整備 927(941) 7 (11 43 3 ! 8 一← 55(5)1 989 l、






















年・児童数は男 370/0+女 140/0=510/， この種労働者590/0の大部分をしめてい
るが，己の統計で別扱になってし、る婦人8'10の大部分も糸継工として精紡工に
やとわれていると考えて差支なし、から，精紡主にやとわれている不熟練工は全





アー クライト型紡績工場 (109) 31 
ノレ精紡工程ではいわゆる内部請負制 sub-contractingsystem という雇傭ニ作







した分散的管理方式 decentralised management (G. C. AUen， The I旬dust円 al












でつずいたのであヲて(たとえば，田中穣「英国綿業論~ 137頁)， 自動ミ F ノーレ精
紡機が支配的となっていた 1880年代になっても， ミューノレ精紡工程が精紡工
2) 棉業全体についていえば、ア クライト型左 'Jγグ型紡績で場の全土軒I ミュー ノレ理紡績工場
の混打綿 硫綿両工程および織布ヱ場の織布工程が buttysystemをとり， ミュー ノレ精紡工程
が sub-contractingsys也市をとり，しかも buttysys白血多止る諸工程にはのちに新組合主
義とよばれる上うになる openumon形態が， sub-contracting systemをとる諸工程には craft
unl0n的性格の doseilunion形簡が成立してし、あ (H.A. Turner 佑id.IIL 2) ~したがって，
綿業脅樹者全体についていえば buttysystemと openU01叩とのもとにある普働者数が
sub-contracting system とc1o~ed uDionのも主にあるもの上旬轟かに多いことになる。
32 (110) 第100巻第2号
一糸継工一掃除工の構成をとっていたのに対し，シュロ γスノレ精紡工程では糸
継工が直接に監督のもとに働いていたヨ) (T. Ellison， The Cotto旬 Traaeof G陀 M










労働力の性格を検討するまえに， 時代は少しさがるが sオノレドノウ S.
Oldknowが 1889年からストックポート東方のチヱツ‘ンャーとダーピVャーと








なじし みずからこれらの労働者をメラーに集めて， 請負契約者 contractor








かった。 賃金帳簿にのっている名前から計算すると， 建設のはじまった 178事
年 11月初日の 28人のうち.21人が地元調達.7人が外来者であったが. 1791 
年 8月の 204人のうち， ほぼ半分だけが地元調達， 残りの半分はさらに東方
のピーグ Pe止の鉛鉱からきた労働者であった (G.Unwin， A. Hulme and G~ 
Taylor， Samuel Oldh旬。ω andthe Arkwrights， 1924， pp.162-3)。









る「自由労働者Jfree labour だけで 300~350 人であったが，成年男子労働者





して 30~60 人を戸外労働に従事させざるをえなかった。たとえば s パート y
S. B町 tonは隣村マープノレのオノレドノワの領地の農業労働者としてオノレドノウ
にやとわれて週給12'/リング 2人の娘と 2人の，恩子(ともに児童)はそれぞ
れ 2'./'"リング6ベンス 3':/リYグ 3γ リング6ベンス 4'/リγFで，家
族合計週給27'/リングであり，また未亡人 B 、ンャ vトノレワー ス B.Shuttle-
34 (12) 第四0巻第2号
worthはメラー工場のため家庭で打綿して週2，;/リ γ76ベγス 4人の子供










工場では，との工場徒弟ほ.1791年 5月-2人にはじ主り 1792年 10月 13人






分の lにまで減少している o しかも工場徒弟のために必要な食料・衣料・住居















まり 1601 年のエリサ:!~~ス I の救貧法のなかに体系化されるが，救貧法に規定さ
れる教区徒弟が教区によって大規模に工場にだされるのは (rll1mpingsystem...J 
Dunlop and R. D. Denman， Englisk A仲間nticeshijう側rlChild Labour， A History， 
1912， pp. 257-8)，いうまでもなく工場制度が出現する 18世紀後半からである。
1815年 5月15日のある議会委員会の報告によると，ロ Yドン・ウエストミ Yス
ターとその近傍の教区が1802-11年の 10年間に送りだした教区徒弟数は 5，81
5人で， そのうち 2，026人が農村に， さらにそのなかの4分の 3は綿業の工場
徒弟←ーおそら〈はアークライト型紡績工場の徒弟であったのであろう(J.L 
and B. Hammond， The Tm刊 La.bouγ'er，1760-1832， 1917， pp. 154-5)。
R.ピー ノレR.Peelは 1802年のかれの工場法が適用される(アーグライト型紛
績)工場徒弟数を 20，000人と推定したが(1:L. and B. Hammo叫出d.，p. 155)， 
こうした工場徒弟がアークライト型工場の労働力の主体ではなかった。アーク
ライト家やストラヅト家の紡績工場がこうした工場徒弟をつかったとしづ証拠
はなかったし(R.S. Fitton and A. P. Wa山 worth，ibid.， jJ.104).工場徒弟をつ
かった多くの紡漬工場も，
S. Oldknow's Mill at Mcllor， 1793-4 20人/285人 1798 100/318 
R. Owen's Mi1l at New Lanark， 1799 500/1，500-2，000 







は 4分の lをこえなかった (A.l{edford， Labou1' M包grat2四四 England，1800-50， 




よそに定住しているもの 99人，商人にうつったもの (246人〕・逃亡者 (166人〕・
死亡者 (80人)・軍隊に徴募されたもの (86人)その他をあわせた 537人で(J.L.
and B. Hammond， ibul.， p. 153)，満足に徒弟期聞をつとめあげたものは全体の
















日) い〈度も利用しt: N. J. Smelser. Social C加吋~ ~n tkA lntlus/，rial R四 ηl制包岬， 1959はT
PaIsonsの社会学理論をイギリス産業革命に適用した好著であるが，その後半 (Chap.VIII以
下)は家族「るみ労働力調達 familybaSlSとその解体過程を手ぎわよ〈説明しているー









からつくった1 ヨッ 1ランドのエヤ γャーのキャトヲイ γ綿業工場の分析であ
るが，この工場はウォーター・フレイム精紡機のほか，婦人が運転する小型ミ
ムーノレ精紡機・力織機をそなえており， したがって純粋のアーグライト型紡績









手 織 工 26 62 2.4 
工場に雇われていない未亡人 44 自8 2.0 
そ の 他凶 106 243 2.3 
言l 276 560 
備考 (!X2)はもとのパー セント表現を実数になおした近似植である。 (3)の男子は監督機
械工杭綿工であり.(4)は石工・時計工 日雇労働者である。






われている (N.J. Smelser，品id. pp. 220→4)。恥
これらの家族ぐるみ労働者は，たとえば 1784~87 年のストラヅトの工場の賃
アジリソグ (週時間給)
6 IJ " 
10 !l ，，)， 
3 fI " 
おそらく請負給
2シリシグ (週時間給〉
2 1 3~~ ン久 (11)
おそらく請負給
1シリシグ (週時間給〉
1 1 3へYス(，) 
つぎのようにあらわきれている←一一
1784年 9月25日一1785年 8月20日
1785 8 21 -1786 1 14 
r 1786 1 15 -1787 1 
Chri~ Llan Chappel 1785 12 4 一1785 12 31 
1786 1 1ー 1786 6 1 
1784 11 7 -1785 4 2 
1785 4 3ー1786 10 15 
1786 10 16 -1787 6 1 
1785 1 16 -1785 2 12 


































































キャ Tライ y工場のブキャナ yの方針とちがって，コミトラヅトの工場では，
6人の児童をしたがえて，




















30日人の4分の 3 (G. Unwin.品id"pp. 169)から. 1819年キャトライ Y工場の
832人のうちの 3分の lの277人へE激減し， キャトライ Y王場では工場外の
世帯主からきりはなされて雇われているここでいう個別労働者が労働力の 3分





































てくるが， そのため賃労働契約も 1ヵ年契約から 3ヵ月契約(いわゆる three
months contr紅白)に短縮されてくる。 3ヵ月契約制度のもとでは， 労働者は
3ヵ月まえに離職予告 (notice)を工場主にだしてはじめて工場を去ることが
できるが，ストラヲトは 1800年代のはじめに 4半期末に現金で支払われる賃金
額の 6分の 1を強制的に積みたてさせる 14半期積立Jqu紅白工ly ~ifL皿oney
をつくれもし予告なしに工場を去るものがあれば，この積立金を没収して労
働者の移動をくし、とめ上うとした(R.S. Fitton and A. P. Wadsworth，品id.，p. 
233)。
ついでに，ストラットの工場の 1805年 12月一1812年7月の離職予告をあげ




男 女 男 女
他の職業ヘ 78 82 ベルパー・ミ Jレフォード 2 14 を去不満るために
職業を習うために 43 賃金 のために 2 12 
手 工 業 33 6 工場仕事不満のために 3 9 
サーピ只業に 1 40 佐振と健康のために 1 147 
家 庭 36 そ の 他 3 14 































quarterly gift moneyとして積みたてさせ 3ヵ月まえの予告なしに工場壱
さる労働者の積立金を没収して労働者の移動をふせごうとしたが，さらにまた
工場規律に違反したときにも，その労働者の i4半期積立金」から罰金を徴収














となわれていた(J.Lindsey，“An Ear1y lndustrial Communityυ，B削同町sHistory 
R，叫目v.Vol. XXXIV， No. 3， 1960L 
アー クライト型紡績工場 (121) 43 
ところで，九トラット家の工場における予告なし離職といま述べた工場規律
違反による積立金からの没収金額は 1801年 1月 1804年9月の 15四半期につ
いてはつぎの通りである (R.S. Fitton and A. P. Wadsworth，出i.，p. 238)一一一
平均労働者数 賃金総額 没収件数 没収総額
混打綿工 185 ;f6，389 13 7.5 703 a 124 13 5.5 
統綿工 234 9，585 16 0 399 99 17 6 
精紡工 219 9，650 6 8.5 279 70 13 9 
糸巻工 99 1，956 1 2，5 85 8 13 7 







140週 可能労働日数 37，068日 喪失労働日数 3，757(10. 00/0) 
水流酒渇・機械破損などのさけられない休業をふくめて，喪失労働日数は 100/0
であり (R.S. Fitton and A. P. Wad，sworth， ibid.， p. 239)，少くとも旦トラット
家のベノレパー・ミルフォード両工場では工場規律がほぼ完全に職場に惨透して
いた Eみて差支なかろう。
こうして 7ーグライト型紡績工場では，工場主(企業〕の専制的な管理機
能は，各職場の監督と工場法典を通じて，各職場の不熟練労働者のひとりひと
りを直接に把握し，各職場のすみずみまで惨透していた。それは広汎に時間賃
金 time-rateを採用できる程度にまで達していたのである。アークライト型工
業におけるこうした労働力構成と管理形態は，プークライト型工場そのものの
停滞のために，イギロ旦ではその後も発展しなかったが，アークヲイト型工場
の発展形態であるリング型工場を採用した後進国にひきつがれることとなった
(日本は明治 20年代にミュール精紡機からリシグ精紡機に転換した)ロ
